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第
六
十
八
回
全
国
植
樹
祭
に
伴
う

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
富
山
県
行
幸
啓

に
あ
た
り
、
格
別
の
思
召
し
を
も
っ
て

当
射
水
神
社
を
始
め
県
内
旧
国
幣
社

と
指
定
護
國
神
社
に
幣
饌
料
を
お
供

え
に
な
ら
れ
る
旨
を
賜
り
、
二
十
七
日

午
後
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
で
河
相
侍
従
長
よ
り
幣
饌

料
を
拝
受
致
し
ま
し
た
。
同
日
帰
著
早
々
、
役
員
・
奉
賛
会
員
の
参
列
の
下
、

幣
饌
料
奉
奠
奉
告
大
祭
を
執
り
行
い
、
竹
の
園
生
の
弥
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
愈
々
に
御
神
威
の
発
揚
に
努
め
る
べ
く
心
を
新
た
に
致

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
植
樹
祭
は
「
か
が
や
い
て　

水
・
空
・
緑
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

を
主
題
と
し
て
開
催
さ
れ
、
天
皇
陛
下
に
は
、
花
粉
を
飛
ば
さ
な
い
優

良
無
花
粉
ス
ギ
「
立
山 

森
の
輝
き
」・
コ
シ
ノ
ヒ
ガ
ン
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
を
、

皇
后
陛
下
に
は
コ
シ
ノ
フ
ユ
ザ
ク
ラ
・
キ
タ
コ
ブ
シ
・
ホ
オ
ノ
キ
を
お
手

植
え
に
な
ら
れ
、
ま
た
お
手
播
き
所
で
、
天
皇
陛
下
に
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
・

タ
ブ
ノ
キ
の
種
を
、
皇
后
陛
下
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
の

種
を
そ
れ
ぞ
れ
に
お
手
播
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
折
し
も
、
本
年
は
『
万
葉
集
』
編
纂
の
中
心
人
物
で
越
中
国
守

で
も
あ
っ
た
大
伴
家
持
卿
生
誕
千
三
百
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

家
持
は
、
越
中
の
雄
大
な
自
然
の
姿
を
「
山
高
み　

河
遠
し
ろ
し　

野

を
広
み　

草
こ
そ
茂
き
」（
巻　

十　

七
‐

四
〇
一
一
番
歌

）
と
、
越
中
風
土
の
中
で
山
や
川
、

鳥
や
花
を
歌
い
〝 

越
中
万
葉 

〟
の
原
点
と
も
い
う
景
観
を
詠
い
上
げ
て

い
ま
す
。

ま
ほ
ろ
ば
の
越
中

射
水
神
社
宮
司

松

本

正

昭

　

と
り
わ
け
、
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
・
越
中
は
、
三
方
に
高
山
を
巡
ら
し
、

百
川
が
水
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
海
に
灌
ぎ
、
万
葉
の
昔
か
ら
川
の
国
、
ま
さ

に
〝 

川
の
ま
ほ
ろ
ば 

〟
と
い
え
ま
す
。

　

な
か
で
も
「
射
水
川
」
は
万
葉
集
に
六
度
見
え
、
最
も
多
く
詠
わ
れ
て

い
ま
す
。
往
時
は
「
南
吹
き　

雪
消
溢
り
て　

射
水
川　

流
る
水
沫
」

（
巻　

十　

八
‐

四
一
〇
六
番
歌

）、「
射
水
川　

雪
消
溢
り
て　

逝
く
水
の　

い
や
増
し
に
」

（
巻　

十　

八
‐

四
一
一
六
番
歌

）
と
詠
わ
れ
る
よ
う
に
、
雪
解
け
時
や
台
風
に
よ
っ
て
川
が
氾

濫
し
、
人
々
の
生
活
を
脅
か
す
、
今
よ
り
遙
か
に
水
量
の
多
い
大
河
だ
っ

た
の
で
す
。

　

射
水
川
は
、
現
在
の
小
矢
部
川
と
庄
川
が
合
流
し
て
い
た
大
河
で
あ
り
、

二
上
山
の
裾
野
を
巡
っ
て
滔
々
と
流
れ
、
今
日
も
二
上
山
か
ら
見
下
ろ
す

と
、
大
蛇
の
よ
う
に
屈
曲
蛇
行
し
な
が
ら
も
、
人
々
の
生
活
の
糧
と
し
て

の
恵
み
を
与
え
つ
つ
、
海
に
灌
ぐ
様
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
小

矢
部
川
と
庄
川
は
明
治
期
の
分
離
工
事
に
よ
り
、
別
々
に
海
に
灌
が
れ
て

氾
濫
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
は
時
と
し
て
〝 

荒
ぶ
る
神 

〟
の
よ
う
な
猛
威
を
振
る
い
、
災
害

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
豊
か
な
山
の
幸
、
海
の
幸
、
川

の
幸
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
故
に
古
代
の
人
々
は
自
然
の
威
力
、
自
然
の
美
、

自
然
の
恩
恵
に
対
す
る
素
朴
な
感
動
の
中
に
、
聖
な
る
山
、
聖
な
る
川
と

い
う
信
仰
心
を
抱
か
せ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

郷
土
・
越
中
は
万
葉
の
舞
台
で
す
。
家
持
が
住
ん
だ
国
府
の
眼
下
に
は
、

奈
呉
の
海
が
広
が
り
、
そ
の
海
を
渡
っ
て
く
る
、
あ
ゆ
の
風
は
潮
の
香
り

を
運
び
、
背
後
に
は
「
神
か
ら
や　

そ
こ
ば
貴
き
」（
巻　

十　

七
‐

三
九
八
五
番
歌

）
と
詠
わ

れ
た
二
上
神
の
鎮
ま
る
二
上
山
の
秀
麗
な
山
容
が
せ
ま
り
、
鳥
が
鳴
き
声

を
響
か
せ
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
の
地
で
家
持
の
詩
魂
は
培
わ
れ
、
越
中
万

葉
歌
が
開
花
し
た
の
で
す
。

　

今
更
な
が
ら
に
万
葉
人
の
心
情
か
ら
、
二
上
神
・
射
水
神
社
へ
の
尊
崇

の
心
が
想
わ
れ
ま
す
。
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崇
敬
奉
賛
会
　
定
例
総
会

　

射
水
神
社
崇
敬
奉
賛
会
の
定
例
総
会
が
七

月
二
十
日
、
会
員
七
十
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

社
殿
で
の
正
式
参
拝
の
後
、
総
会
は
国
旗

儀
礼
と
し
て
国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
物
故
会

員
に
対
し
黙
祷
。
宮
司
、
穴
田
甚
朗
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
、
五
月
二
十
七
日
に
第

六
十
八
回　

全
国
植
樹
祭
と
や
ま
御
臨
場
と

地
方
事
情
御
視
察
に
よ
る
行
幸
行
啓
に
と
も

な
っ
て
幣
饌
料
を
賜
り
、
臨
時
大
祭
「
幣
饌

◇
新
入
会
員

　

株
式
会
社 

金
刺
金
型
製
作
所

　

安
部　

篤
子

　

上
田　

正
俊

　

大
嶋
奈
津
美

　

小
黒
む
つ
子

　

北
川　

貞
吉

　

島
田　

恵
吉

　

関
口　

光
子

　

辻
村
ゆ
か
り

　

前
田
壽
美
子

計　

一
法
人
、九
名
の
新
入
会（
敬
称
略
）

定例総会

村山和臣先生による講演

料
奉
奠
奉
告
大
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、「
新
規
入
会
会
員
紹
介
」
後
、

前
年
度
の
「
活
動
・
収
支
決
算
報
告
」、
本

年
度
の
「
活
動
計
画
・
予
算
案
審
議
」
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
「
祭
儀
の
奉
賛
、
新
た
な
教
化
活
動

の
企
画
・
展
開
等
」
と
し
て
、

１
．
大
伴
家
持
卿
生
誕
一
三
〇
〇
年
記
念
事

業
関
連
の
諸
企
画
を
計
画
実
行
す
る
と

と
も
に
、
富
山
県
・
高
岡
市
等
諸
団
体

の
主
催
事
業
に
参
画
・
後
援
・
協
力
す
る
。

２
．
恒
例
の
夏
越
大
祓
に
『
万
葉
集
』
に
詠

ま
れ
る
射
水
川[

小
矢
部
川]

よ
り
汲

ま
れ
た
斎
水
を
社
殿
向
拝
に
初
め
て
弁

備
し
、
参
列
者
自
身
が
人
形
代
を
浮
か

べ
て
除
災
招
福
を
祈
る
。

３
．
高
岡
七
夕
ま
つ
り（
八
月
一
日
～
七
日
）

に
参
画
し
て
七
夕
祭
を
斎
行
し
、
縁
結

び
と
諸
芸
上
達
を
祈
願
し
、
若
年
層
の

参
拝
を
勧
奨
す
る
。

４
．「
お
伊
勢
参
り
落
語
会
」（
十
月
二
十
三

日
）
三
遊
亭
栄
楽
師　

特
別
協
力

５
．
新
嘗
祭
で
の
越
中
国
の
特
産
品
と
し
て

「
進
納
品
」
奉
納
を
勧
奨
す
る
。

　

そ
の
他
、
崇
敬
者
参
加
型
の
神
社
祭
事
の

斎
行
、
行
事
の
企
画
立
案
と
催
行
に
つ
い
て
、

時
宜
に
応
じ
て
行
う
旨
が
諒
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
増
員
勧
奨
と
し
て
、
新
た

に
「
射
水
神
社　

参
拝
の
し
お
り
」
御
神
縁

を
結
ぶ
ー
崇
敬
奉
賛
会
入
会
の
ご
案
内
ー
を

一
万
部
作
成
し
、
昇
殿
参
拝
祈
祷
、
及
び
県

内
外
か
ら
の
正
式
団
体
参
拝
時
等
に
配
布
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
記
念
講
演
と
し
て
、
本
年
は

白
山
開
山
千
三
百
年
に
あ
た
り
、
当
社
摂
社

「
院
内
社
」
御
祭
神
が
菊
理
媛
命
と
の
御
神

縁
か
ら
、「
神
意
に
叶
う
」
と
題
し
、
白
山

本
宮
・
加
賀
一
ノ
宮　

白
山
比
咩
神
社
宮
司

の
村
山
和
臣
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
そ
の

御
神
威
や
白
山
比
咩
神
社
の
御
由
緒
等
に
つ

い
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

神
宮
神
嘗
祭
奉
祝

お
伊
勢
参
り
落
語
会

開
催
の
お
知
ら
せ

と　

き　

十
月
二
十
三
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時

と
こ
ろ　

射
水
神
社
参
集
殿

木
戸
銭　

一
、五
〇
〇
円
［
入
場
料
］

【
申
込
】
社
務
所

電
話　

〇
七
六
六（
二
二
）三
一
〇
四

三さ
ん
ゆ
う
て
い
え
い
ら
く

遊
亭
栄
楽
師

う
つ
く
し
の
杜
　
射
水
神
社
の
集
い
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天
皇
皇
后
両
陛
下

第
六
十
八
回
全
国
植
樹
祭 

富
山
県
行
幸
啓
に
際
し
、幣
饌
料
を
賜
る

全
国
植
樹
祭
に
伴
う
臨
時
大
祭
「
幣
饌
料
奉
奠
奉
告
大
祭
」
は
、
実
に
四
十
八
年
ぶ
り

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
は
全
国
植
樹
祭
と
や
ま
へ
の
御
臨

席
と
地
方
事
情
御
視
察
の
た
め
、
五
月
二
十
七
日
か
ら

二
十
九
日
の
間
、
富
山
県
へ
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
七
日
の
午
後
、
行
在
所
で
あ
る
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
に
宮
司
が
参
向
。
聖
上
よ
り
の
優
渥

な
る
お
言
葉
と
と
も
に
幣
饌
料
を
河
相
侍
従
長
よ
り
伝
達

頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
六
時
、
第
一
鳥
居
前
に
列
立
、
修
祓
。
殿
内
に
参

入
後
、
宮
司
一
拝
、
開
扉
、
献
饌
の
後
、
松
葉
布
衣
姿
の

奉
仕
員
が
幣
饌
料
の
納
め
ら
れ
た
辛
櫃
を
奉
舁
し
て
殿
内

に
参
入
、
幣
饌
料
は
宮
司
に
よ
り
外
陣
案
上
に
奉
安
さ
れ

ま
し
た
。

　

祝
詞
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
地
方
御
巡
幸
に
際
し
、

当
時
の
細
入
村
笹
津
で
先
帝
陛
下
の
思
召
し
に
よ
り
立
山

幣饌料の奉奠

祝詞奏上

正面大鳥居より第一鳥居を進む一行
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杉
の
若
苗
が
植
え
ら
れ
、
こ
れ
が
県
下
の
治
山
治
水
へ
の

意
識
が
高
ま
り
、
全
国
で
の
植
林
、
国
土
緑
化
運
動
に
つ

な
が
っ
て
、
全
国
植
樹
祭
開
催
の
契
機
と
な
っ
た
由
、
そ

し
て
、
聖
壽
の
萬
歳
と
全
国
植
樹
祭
と
や
ま
の
成
功
、
ま

た
富
山
県
下
一
円
の
林
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
諸
産
業
の

さ
ら
な
る
振
興
と
県
民
の
弥
栄
が
祈
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
殿
内
が
滅
灯
さ
れ
、
大
前
の
雪
洞
と
菊
花

御
紋
弓
張
提
灯
の
仄
明
か
り
の
中
、
神
楽
笛
、
篳
篥
、
和

琴
が
奏
で
ら
れ
、
神
職
に
よ
り
御
神
楽
「
人
長
舞
」
が
奉

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
た
び
の
幣
饌
料
御
下
賜
を
記
念
し
、
真
榊
の

若
苗
三
本
が
本
殿
の
瑞
垣
の
傍
に
神
社
役
員
の
手
に
よ
り

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
社
で
も
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
な
る
鎮
守
の

杜
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

治
山
治
水
へ
の
思
召

　

射
水
神
社
代
表
役
員
・
奉
賛
会
長

　

館
哲
二
富
山
県
知
事
へ
の
御
下
問

　

先
帝
陛
下
は
昭
和
二
十
二
年
、
東
砺
波
郡
城
端
町
（
現
、

南
砺
市
城
端
）
で
木
炭
出
荷
状
況
を
御
視
察
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
木
を
伐
り
出
し
た
あ
と
の
こ
と
を
し

き
り
に
ご
心
配
さ
れ
、「
あ
と
に
樹
を
植
え
て
い
る
だ
ろ
う

ね
」
と
お
た
ず
ね
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
全
県
的
な
植
樹

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
お
心
に
沿
う
も
の
だ
と
考
え
た

当
時
の
館
哲
二
県
知
事
（
後
に
射
水
神
社
代
表
役
員
・
奉

賛
会
長
）
は
、
県
民
の
治
山
治
水
意
識
の
向
上
と
植
林
意

欲
の
向
上
の
た
め
、
陛
下
に
お
手
植
え
を
願
い
出
ま
し
た
。

　

戦
前
は
、
お
手
植
え
の
木
が
枯
れ
た
り
す
る
と
、
管
理

者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
を
お
耳
に
さ
れ
、
そ
れ
以
来

陛
下
は
お
手
植
え
を
お
や
め
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
戦
後
に
な
り
、
責
任
云
々
と
い
う
話
も
な
い
だ
ろ
う

と
、
陛
下
は
、
幾
度
も
水
害
を
被
っ
て
き
た
富
山
県
に
対
し
、

植
林
の
奨
励
、
国
土
緑
化
に
役
立
つ
の
な
ら
と
富
山
県
で

の
植
樹
に
応
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
『
富
山
県
行
幸
記
録
』
に
は
、
館
知
事
の
談
話
と

し
て
「
陛
下
の
思
召
を
今
後
の
県
内
植
林
事
業
の
も
と
と

し
、
県
民
各
位
と
共
に
一
層
植
林
に
努
め
、
治
水
百
年
の

大
計
を
た
て
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

幣
饌
料
と
は
、
陛
下
の
思
召
し
を
も
っ
て
、
行
幸
先
の

都
道
府
県
に
鎮
座
さ
れ
る
旧
官
幣
社
・
国
幣
社
・
別
格

官
幣
社
と
指
定
護
國
神
社
に
供
さ
れ
、
当
社
は
国
幣
中

社
と
し
て
の
旧
社
格
に
よ
り
拝
受
致
し
ま
し
た
。
皇
室

の
御
崇
敬
は
、
近
時
で
は
昭
和
五
十
年
、
遷
座
百
年
の

式
年
大
祭
に
際
し
天
皇
陛
下
よ
り
の
幣
帛
料
、
ま
た
昭

和
四
十
四
年
の
全
国
植
樹
祭
に
際
し
て
の
幣
饌
料
、
ま

た
今
上
陛
下
と
皇
后
陛
下
よ
り
の
幣
饌
料
は
一
昨
年
の

行
幸
啓
以
来
の
事
と
な
り
ま
す
。

館哲二射水神社代表役員
（遷座八十年祭奉賛会々長）

 昭和29年旧社務所前にて撮影

お手植えされる昭和天皇（昭和22年11月2日付、「北日本新聞」第一面）

御神楽「人長舞」を奉奏
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Ⅱ
、
年
中
行
事
に
親
し
む
た
め
、

　
　
旧
来
の
節
分
行
事
を
再
考

　

二
月
三
日
、
県
下
の
神
社
仏
閣
で
も
神
職
や
住
職
に

よ
っ
て
、
賑
や
か
に
豆
を
撒
く
様
子
が
テ
レ
ビ
や
新
聞

報
道
で
多
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

　

豆
撒
き
以
外
で
も
、
神
社
へ
豆
を
持
っ
て
行
き
自
分

の
歳
の
数
を
供
え
た
り
、
イ
ワ
シ
の
頭
を
ヒ
イ
ラ
ギ
と

と
も
に
玄
関
口
に
挿
し
た
り
、
ま
た
は
豆
を
い
り
、
そ

の
焼
け
具
合
で
一
年
の
天
候
を
占
う
豆
占
い
な
ど
、
節

分
の
行
事
に
つ
い
て
調
べ
る
と
全
国
的
に
も
様
々
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
当
社
で
も
旧
来
の
節
分
の
行
事
を
再
考

す
べ
く
、「
鳴め
い

弦げ
ん

の
儀
」
と
「
鬼お
に

追お

い
の
儀
」
を
初
め
て

行
い
ま
し
た
。

　
「
鳴
弦
の
儀
」
と
は
、
矢
を
つ
が
え
ず
に
弦
を
引
き
、

そ
の
音
を
鳴
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
悪
鬼
・
邪
気
を
祓
う

も
の
で
、
青
竹
の
弓
を
手
に
し
た
宮
司
が
幣
殿
で
当
年

の
鬼
門
と
裏
鬼
門
の
方
角
に
向
け
て
鳴
弦
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
鬼
追
い
の
儀
」
で
は
、
本
殿
に
差
し
掛
か
る
手
前
の

中
門
に
現
れ
た
〝 

鬼 

〟
に
向
か
い
、
先
ず
宮
司
が
「
鬼

遣や

ろ
う
！
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
豆
を
打
っ
て
鬼
を
追

い
払
い
、
そ
の
後
、「
福
男
」「
福
女
」
の
役
を
お
務
め

い
た
だ
い
た
年
男
・
年
女
や
厄
年
の
男
女
ら
六
名
が
「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
の
声
も
高
ら
か
に
豆
を
撒
き
、
一
年

の
開
運
と
健
康
を
祈
念
し
ま
し
た
。

鳴弦の儀（弦打ちの儀とも）

鬼追いの儀（鬼やらいとも）

奉仕いただいた皆さま

福男・福女による豆打ちの儀

　
「
節
分
」
と
い
え
ば
、「
二
月
三
日
」
だ
と
い
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
年
は
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
を
節
目
と
し
て

四
季
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
前
日
が
「
節
（
の
）
分
（
か

れ
目
）」
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
来
、
年
に
四
度
あ

る
節
分
が
、
冬
か
ら
春
へ
と
移
る
立
春
前
日
の
み
が
特

に
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
立
春
は
旧
暦
で
は
正
月
節
に
あ
た
り
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
時
な
の
で
、
節
分
を
「
年
越
し
」
と
い

う
地
方
も
多
く
、
民
俗
学
で
は
、
一
年
の
境
目
で
あ
る

が
ゆ
え
に
「
福
の
神
」
も
「
鬼
」
も
や
っ
て
来
る
と
し
、

こ
の
日
に
追つ
い

儺な

や
豆
撒
き
が
行
わ
れ
る
と
説
か
れ
て
い

ま
す
。

古
城
の
杜
に
〝 

鬼 

〟
が
出
た
！

開
運
厄
除
「
節
分
祭
」
鳴
弦
・
鬼
追
い
の
儀
を
初
斎
行

Ⅰ
、
節
分
と
は



7 　射水

　

本
来
、「
大
祓
」
は
六
月
と
十
二
月
末
に
行
わ
れ
、
半

年
間
の
罪
穢
れ
を
神
々
の
お
力
に
よ
っ
て
祓
い
清
め
、

人
間
本
来
の
清
浄
な
心
身
に
復
す
る
意
味
が
あ
り
、
平

安
時
代
に
は
既
に
確
立
さ
れ
て
い
た
国
家
行
事
で
す
。

　

現
在
も
宮
中
や
伊
勢
の
神
宮
、
全
国
の
神
社
で
も
行

わ
れ
、
清
浄
を
貴
ぶ
日
本
人
に
と
っ
て
大
切
な
神
事
と

し
て
伝
わ
り
ま
す
。

　

六
月
三
十
日
に
行
わ
れ
る
大
祓
は
特
に「
夏
越
の
大
祓
」

と
も
よ
ば
れ
、「
茅
の
輪
」
く
ぐ
り
と
と
も
に
、
人
形
代

に
よ
る
お
祓
い
が
行
わ
れ
、
そ
の
祝
詞
の
最
後
に
も
、
神

職
が
「
川
に
災
厄
を
持
っ
て
い
き
流
す
」
と
記
さ
れ
る
な

ど
、
本
来
は
川
辺
で
神
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
、
全
国
の
神
社
の
多
く

で
、
河
川
に
人
形
代
を
流
す
こ
と
は
出
来
ず
、
お
祓
い

の
後
は
焼
納
す
る
こ
と
で
代
え
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ

り
、
当
社
で
も
諸
社
同
様
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
当
神
社
で
は
様
々
な
祭
儀
考
証
の
も
と
、

よ
り
本
来
の
姿
に
近
付
け
る
べ
く
、『
万
葉
集
』
を
編
纂

し
て
生
誕
千
三
百
年
と
な
る
大
伴
家
持
が
詠
み
、
当
社

に
関
し
て
も
所
縁
が
深
い
「
射
水
川
」
の
水
を
汲
み
用
い
、

大
祓
に
初
め
て
使
用
し
ま
し
た
。

夏
の
祓
い
「
い
み
づ
の
輪
く
ぐ
り
」

『
万
葉
集
』に
詠
わ
れ
る
射
水
川
の
水
を
用
い
、「
大
祓
」祭
儀
を
斎
行

Ⅰ
、
夏
越
の
大
祓
と
は

Ⅱ
、
神
社
祭
儀
の
本
儀
復
古
へ
向
け
、

　
　
初
め
て
の
取
り
組
み

清浄な射水川（現在の小矢部川河口）の〝斎
い み ず

水〟を用
いた「人

ひと

形
かた

代
しろ

祓
はら

え」が初めて行われました。
6月30日早朝、神職が射水川に出向して檜桶に水を
汲み、夕刻の神事では社殿前の檜樽に川の水を注ぎ
湛え、清浄な〝斎水〟として舗設されました。

午後6時から斎行の大祓では、茅の輪くぐりの後、自身の災厄・罪穢れを移して手にする「人形代」を檜樽の水に参列者それぞれが浮かべて
お祓いしました。

神事に使用された「檜樽」と、清浄な川の流れに見立てた三本の「斎
い

串
ぐし

御
ご

幣
へい

」
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大
伴
家
持
卿　

生
誕
一
三
〇
〇
年
記
念
祭
事

　

無
病
息
災
を
祈
る

　
『
う
な
ぎ
奉
献
祭
』
初
斎
行

　

一
般
的
に
「
土
用
の
丑
の
日
」
に
う
な
ぎ
を
食
べ
る
こ

と
は
江
戸
時
代
に
平
賀
源
内
が
広
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
鰻
の
滋
養
強
壮
が
夏
バ
テ
防
止
に

良
い
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
平
賀
源
内
は
『
万

葉
集
』
巻
十
六
に
所
収
さ
れ
る
大
伴
家
持
が
詠
ん
だ
古
歌

が
あ
っ
た
こ
と
を
根
底
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
麿
に　
　

わ
れ
物
申
す　
　

夏
痩
に

　
　
　
　

良
し
と
い
ふ
物
そ　
　

鰻
取
り
食
せ

［
訳
］
石
麻
呂
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
。
夏
痩
せ
に
良
い
そ

　
　
　

う
で
す
か
ら
、
鰻
を
捕
っ
て
お
召
し
上
が
り
下
さ
い
。

（
大
伴
家
持
『
万
葉
集
』
巻
十
六
‐
三
八
五
三
番
歌
）

生きた二尾の鰻

献上される生きた鰻

　

つ
ま
り
、
現
代
に
お
い
て
、
日
本
の
年
中
行
事
の
一
つ

と
し
て
、
ま
た
夏
の
伝
統
食
文
化
と
し
て
広
く
定
着
し
た

鰻
が
、
実
は
越
中
国
ゆ
か
り
の
大
伴
家
持
が
詠
ま
れ
た
歌

が
も
と
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
節
目
を
記
念
し
、
高
岡
水
産
物
市
場
と
市

内
の
鮮
魚
店
よ
り
初
め
て
鰻
が
奉
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
土
用
の
丑
の
日
」
で
あ
る
七
月
二
十
五
日
、
生
き
た

ま
ま
の
鰻
を
二
尾
と
、
蒲
焼
き
に
調
理
さ
れ
た
鰻
が
そ
れ

ぞ
れ
高
坏
に
盛

ら
れ
、
さ
ら
に

は
家
持
が
詠
ま

れ
た
歌
を
記
し

た
短
冊
を
添
え

て
神
前
に
奉
り
、

こ
の
夏
の
無
病

息
災
が
祈
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
生
き

た
鰻
は
射
水
川

と
詠
ま
れ
た
小

矢
部
川
へ
と
放

流
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
中
の
国
守
で
あ
っ
た
大
伴
家
持
が
編
纂
し
た
日
本
最
古
の
歌
集
『
万
葉
集
』
に
は
、
二
上
山
を
は
じ
め
風
光
明
媚
な
郷
土
の
光
景
が
数
多
く
詠
ま
れ
、

往
古
よ
り
四
季
折
々
に
多
彩
な
祭
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、「
二
上
山
の
賦
」
よ
り
は
、
国
守
と
し
て
の
当
社
御
崇
敬
の
程
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

大
伴
家
持
が
数
え
年
で
生
誕
一
三
〇
〇
年
と
な
る
本
年
、
富
山
県
・
高
岡
市
で
は
諸
団
体
が
記
念
の
行
事
を
企
画
・
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
神
社
で
も

「
射
水
神
社
と
家
持
や
『
万
葉
集
』
と
の
所
縁
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
」
と
し
、
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
次
の
祭
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

高坏に盛られた蒲焼き調理された鰻
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万
葉
集
の
七
夕
歌
を
奉
灯
に

　『
七
夕
祭
』

　

夏
の
風
物
詩
「
高
岡
七
夕
ま
つ
り
」
に
併
せ
て
、
本
年

も
『
七
夕
祭
』
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

八
月
一
日
か
ら
の
期
間
中
、
境
内
に
は
七
夕
の
ジ
ャ
ン

ボ
吹
き
流
し
や
笹
飾
り
が
さ
れ
、
参
拝
の
方
が
結
び
付
け

ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
短
冊
が
夏
風
に
揺
ら
れ
、
今
年
新

た
に
設
け
ら
れ
た
園
児
の
絵
と
『
万
葉
集
』
の
七
夕
歌
が

し
た
た
め
ら
れ
た
「
奉
灯
」
と
し
て
鮮
や
か
に
神
社
を
彩

り
ま
し
た
。

　

七
日
、
ご
神
前
に
は
七
夕
に
ち
な
ん
だ
食
材
「
素
麺
（
天

の
川
・
織
り
糸
）」
と
「
金
平
糖
（
星
）」 

を
供
え
、
参
列

の
園
児
た
ち
が
元
気
な
声
で
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
を
奉
唱
し
、

境
内
で
「
願
い
短
冊
」
の
お
焚
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

節
目
を
祝
う『
か
た
か
ご
茶
会
』

北
日
本
新
聞
社
主
催

　

例
祭
前
日
の
四
月
二
十
二
日
、
歌
人
・
大
伴
家
持
や
万

葉
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
る
記
念
茶
会
が
、
参
集
殿
和
室

並
び
に
境
内
の
野
点
所
「
八
照
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
茶
席
に
は
家
持
の
和
歌
を
し
た
た
め
た
軸
や
短
冊
が

飾
ら
れ
、
越
中
の
地
に
ち
な
ん
だ
道
具
や
菓
子
・
料
理
で

お
も
て
な
し
し
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
か
ら
和
歌
な
ど
を

紹
介
し
た
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
約
三
五
〇
人
が

春
の
境
内
で
万
葉
の
茶
趣
に
浸
り
な
が
ら
、
茶
会
を
堪
能

し
ま
し
た
。

ささの葉　さ～らさら～♪この奉灯の絵はぼくたち、わたしたちが描きました！
『高岡第一学園附属 第二幼稚園』

七夕飾りがされた境内

橘慶一郎復興副大臣、高橋正樹高岡市長、板倉均北日本新聞社長らも訪れました。
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三
月
三
日
の
「
ひ
な
ま
つ
り
」
に
あ
わ
せ
て
、
県
内

在
住
の
崇
敬
者
よ
り
桃
の
花
が
奉
納
さ
れ
、
大
前
に
献

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

孟
宗
竹
か
ら
切
り
出
し
た
自
然
物
の
ま
ま
の
青
竹
に

奉
書
を
巻
き
、紅
白
の
水
引
で
結
わ
え
花
器
と
し
ま
し
た
。

　

春
風
に
誘
わ
れ
て
咲
き
ほ
こ
ろ
ん
だ
桃
の
花
が
新
春

の
香
を
漂
わ
せ
、
参
拝
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
八
日
、
茶
筅
清
祓
式
を
高
岡
古
城
公
園
、
中

の
島
の
茶
筌
塚
で
執
り
行
い
、「
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
高

岡
支
部
」
の
在
田
吉
保
支
部
長
以
下
関
係
者
ら
が
参
列

さ
れ
ま
し
た
。

　

木
々
の
青
々
と
し
た
葉
が
生
い
茂
る
中
、
射
水
神
社

で
の
茶
会
に
先
立
ち
斎
行
さ
れ
て
い
る
お
祭
り
で
、
淡

交
会
と
「
古
儀
茶
道
藪
内
流
高
岡
支
部
」
が
隔
年
で
ご

奉
仕
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茶
筅
を
清
祓
・
焼
納
、
参
列
員
一
同
が
日
頃
使
い
慣

ら
し
た
茶
筅
に
感
謝
し
、
更
な
る
精
進
を
誓
い
ま
し
た
。

供えられた桃の花

茶筅清祓式

茶筌塚　茶筌碑（昭和25年）建立

桃
花
を
献
供

愛
用
の
茶
筅
に
感
謝
を
込
め
て

１
月
１
日
　
歳
旦
祭 

初
詣

　
　
14
日
　
左
義
長（
射
水
の
火
祭
り
）　
　

２
月
３
日
　
節
分
祭

　
　
11
日
　
紀
元
祭

　
　
17
日
　
祈
年
祭

３
月
20
日
　
春
季
皇
霊
祭

４
月
３
日
　
神
武
天
皇
祭
遙
拝

　
　
14
日
　
高
岡
市
護
國
神
社 

春
季
例
大
祭

　
　
18
日
　
日
吉
社
春
祭

　
　
23
日
　
例
祭

　
　
29
日
　
昭
和
祭

　
　
30
日
　
院
内
社
春
祭

５
月
13
日
　
悪
王
子
社
春
祭

　
　
27
日
　
幣
饌
料
奉
奠
奉
告
大
祭

６
月
18
日
　
茶
筅
清
祓
式

　
　
22
日
　
植
樹
祭

　
　
27
日
　
鎮
火
祭

　
　
30
日
　
夏
越
大
祓 

人
形
感
謝
清
祓
式

７
月
３
日
　
職
場
安
全
祈
願
祭

　
　
10
日
　
悪
王
子
社
秋
祭

　
　
20
日
　
崇
敬
奉
賛
会
定
例
総
会

　
　
25
日
　
鰻
奉
献
無
病
息
災
祈
願
祭

　
　
28
日
〜
30
日 

奉
納
書
道
展

８
月
７
日
　
七
夕
祭

毎
月
１
日
朔
日
祭
・
23
日
月
次
祭

祭
事
暦

杜
の
景
色

m o r i - n o - k e s h i k i
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国
民
的
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
根
を
お
ろ
し
た
全
国

植
樹
祭
の
式
典
で
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
当
神
社
に
お

い
て
も
榊
の
苗
木
の
植
樹
が
六
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
植
樹
祭
に
あ
た
り
、
祖
先
・
先
人
よ
り

受
け
継
い
だ
鎮
守
の
杜
を
大
切
に
し
、
確
実
に
次
代
へ

と
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
心
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
歴
史
あ
る
古
城
の
地
に
遷
座
さ
れ

百
四
十
年
を
過
ぎ
た
当
神
社
で
は
、
当
地
に
ふ
さ
わ
し

い
緑
の
杜
の
景
観
を
念
頭
に
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

て
、
境
内
に
樹
木
草
花
の
植
栽
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

七
月
十
日
か
ら
五
日
間
、
市
内
の
高
陵
中
学
校
の
生

徒
四
名
が
神
主
・
巫
女
に
な
っ
て
、「
十
四
歳
の
挑
戦
」

と
し
て
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
悪
王
子
社
の
秋
祭
り
に
参
列
す
る
た
め
、
二

上
山
の
中
腹
に
行
き
、
社
殿
周
り
の
清
掃
や
お
祭
り
の

準
備
を
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
団
体
で
来
ら
れ
た
方
々
を
装
束
姿
で
お

出
迎
え
、
撤
下
品
を
手
渡
し
、
ま
さ
に
神
様
と
お
参
り

の
方
々
と
の
〝
仲
を
執
り
持
つ
〟
神
主
・
巫
女
と
し
て

立
派
に
役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。

植樹される役員ら参列員

悪王子社の秋祭り

宮司と穴田会長

後
世
に
つ
な
ぐ 

鎮
守
の
杜
へ

神
主
・
巫
女
さ
ん
に
挑
戦
！

１
月
１
日
　
歳
旦
祭 

初
詣

　
　
14
日
　
左
義
長（
射
水
の
火
祭
り
）　
　

２
月
３
日
　
節
分
祭

　
　
11
日
　
紀
元
祭

　
　
17
日
　
祈
年
祭

３
月
20
日
　
春
季
皇
霊
祭

４
月
３
日
　
神
武
天
皇
祭
遙
拝

　
　
14
日
　
高
岡
市
護
國
神
社 

春
季
例
大
祭

　
　
18
日
　
日
吉
社
春
祭

　
　
23
日
　
例
祭

　
　
29
日
　
昭
和
祭

　
　
30
日
　
院
内
社
春
祭

５
月
13
日
　
悪
王
子
社
春
祭

　
　
27
日
　
幣
饌
料
奉
奠
奉
告
大
祭

６
月
18
日
　
茶
筅
清
祓
式

　
　
22
日
　
植
樹
祭

　
　
27
日
　
鎮
火
祭

　
　
30
日
　
夏
越
大
祓 

人
形
感
謝
清
祓
式

７
月
３
日
　
職
場
安
全
祈
願
祭

　
　
10
日
　
悪
王
子
社
秋
祭

　
　
20
日
　
崇
敬
奉
賛
会
定
例
総
会

　
　
25
日
　
鰻
奉
献
無
病
息
災
祈
願
祭

　
　
28
日
〜
30
日 

奉
納
書
道
展

８
月
７
日
　
七
夕
祭

毎
月
１
日
朔
日
祭
・
23
日
月
次
祭
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速
報
一
年
の
稔
り
に
感
謝
を
捧
げ
る『
新
嘗
祭
』〝
古
儀
・
神
楽
歌
〟の
再
興
に
向
け
て

Ⅰ
、『
新
嘗
祭
』
古
儀
復
興
に
向
け
て

　

昨
年
十
月
十
日
、
社
誌
編
纂
事
業
で
の
関
係
史
料
蒐

集
に
お
い
て
、
新
た
な
史
料
が
東
京
都
内
で
見
つ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
当
年
の
豊
穣
・
豊
漁
の
報
賽

を
捧
げ
て
神
恩
に
感
謝
す
る
本
社
の
新
嘗
祭
に
は
、
か

つ
て
富
山
県
知
事
、
各
郡
市
長
、
総
代
ら
が
参
拝
、
県

下
一
円
よ
り
の
特
産
物
を
「
進
納
品
」
と
し
て
お
供
え
し
、

歌
舞
音
曲
が
奉
奏
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
詳
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

　

古
儀
復
興
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
の
祭
典
案

内
に
あ
た
り
左
の
「
趣
意
書
」
を
同
封
し
、
県
内
外
の

崇
敬
者
各
位
に
特
産
物
の
進
納
を
募
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

当
日
の
御
神
前
に
は
新
米
、
酒
、
海
の
幸
、
山
の
幸
の

味
物
始
め
、
越
中
福
岡
の
菅
笠
、
高
岡
銅
器
な
ど
の
工

業
製
品
に
至
る
ま
で
、
例
年
の
四
倍
と
な
る
進
納
品
が

寄
せ
ら
れ
、
神
恩
感
謝
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
（
前

号
既
報
）。

Ⅱ
、「
新
嘗
祭
神
楽
歌
」
の
再
興
へ

　

そ
の
後
の
調
査
で
、
祭
儀
関
連
綴
り
の
一
部
で
あ
る

『
新
嘗
祭
御
初
穂
進
納
者
芳
名
簿
』
の
見
返
し
に
「
新
嘗

祭
神
楽
歌
」
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

民
安
か
れ
と
二
月
の　

祈
年
祭
し
る
し
あ
り

　

千
町
の
小
田
に
打
ち
な
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足※１
穂
の
稲
の
う
ま
し
稲

　

御
酒※

２

に
つ
く
り
て
奉
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
嘗
祭
た
う
と
し
や

昭和期の「新嘗祭案内状」

『新嘗祭御初穂進納者芳名簿』表表紙同見返し「新嘗祭神楽歌」

新
嘗
祭
に
つ
い
て
説
明
し
た
趣
意
書

［
註
］

　
※
１ 

『
儀
式
唱
歌 

附 

祝
日
大
祭
日
唱
歌
』

　
　
　
　
　
（
奥
好
義
編 

寛
裕
舎 

明
治
二
十
六
年
十
月
刊
）
で
は
「
垂
」

　
※
２ 

同
右
で
は
「
饌
」

　

こ
れ
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
六
月
、
文
部

省
に
よ
り
祝
日
大
祭
日
の
儀
式
に
つ
い
て
「
小
学
校
祝

日
大
祭
日
儀
式
規
定
」
が
公
布
さ
れ
、
二
年
後
の
同

二
十
六
年
八
月
、
奉
祝
儀
式
で
歌
う
べ
き
曲
を
示
し
た

「
祝
日
大
祭
日
唱
歌
」
に
選
定
さ
れ
た
「
新
嘗
祭
」（
小

中
村
清
矩
作
歌　

辻
高
節
作
曲
）
の
歌
詞
と
思
わ
れ
ま
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（
敬
称
略
）

人
　
事

新
　
任

　
出
　
仕
　
　
武
田
　
将
輝
　
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

　
巫
　
女
　
　
宇
於
﨑
寧
音　
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

　
巫
　
女
　
　
上
田
　
里
穂　
平
成
二
十
九
年
六
月
一
日

・
真
榊
五
色
布
帛
（
儀
式
殿
）
　
　
　
　
壱
対

・
御
神
酒
徳
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
対

・
緋
毛
氈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
畳

　
　
嶽 

家

・
『
帝
国
海
軍
の
航
跡
―
父
祖
た
ち
の
証
言
―
』

（
青
林
堂
　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
刊
）

　
　
著
者
　
久
野
　
潤
（
歴
史
学
者
）

・
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ        

　
　
　
　
弐
拾
株

　
　
藤
田
　
敬
子

　
　
四
津
　
悦
子

　
　
小
黒
む
つ
子

　
　
堀
田
　
里
実

・
銅
地
菊
花
御
紋
吊
燈
籠
　
　
　
　
　
参
基

　
　
㈱
正
三
商
店
　
八
塚
　
庄
三
　
　
　
　
　
　
壱
基

　
　
米
田
　
弘
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

　
　
見
津
美
紀
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
菊
花
御
紋
提
灯
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
張

　
　
井
上
機
材
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
張

　
　
三
鐵
工
業
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
張

ご

奉

納

昭和期の祭典 献じられた進納品

す
が
、「
御
饌4

」
を
「
御
酒4

」
に
つ
く
る
な
ど
、
明
ら
か

に
当
社
の
独
自
性
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

新
穀
で
一
夜
酒
を
醸
し
た
名
残
で
あ
る
か
断
定
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
神
楽
歌
奉
奏
の
再
興
と
と
も
に
、
歌
詞

に
込
め
ら
れ
た
先
人
の
想
い
に
寄
り
添
い
た
い
と
思
い

ま
す
。



う
つ
く
し
の
杜
　
～ 

結
納 

～
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数
知
れ
ぬ
人
々
が
織
り
な
す
こ
の
世
界
で
巡
り
合
っ
た

縁え
に
しを
お
二
人
の
胸
に
刻
む
た
め
、
結
婚
へ
の
決
意
を
か
た

ち
に
し
、
婚
約
の
し
る
し
と
し
て
お
互
い
の
家
族
を
結
び

合
い
ま
す
。

　
　

し
き
た
り
は
地
方
や
各
家
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
心
を
込
め
て
男
性
か
ら
女
性
へ
思
い
を
届
け
る
大
切
な
時

間
で
す
。
今
で
は
仲
人
を
た
て
ず
、
両
家
で
執
り
行
う
事
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

新
郎
側
は
結
納
品
を
整
え
、
新
婦
側
は
受
け
側
と
し
て
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。

　

結
納
の
品
は
、
５
‐
７
‐
９
‐
11
‐
13
品
目
と
縁
起
が
良
い
奇
数
を
選
び
ま
す
。
婚
約
指

輪
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
時
、
又
は
結
納
式
の
時
に
渡
し
ま
す
が
、
結
納
品
の
数
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
結
納
返
し
は
後
日
頂
い
た
結
納
品
の
全
体
を
見
て
か
ら
お
返
し
を
し
ま
す
。

　

お
二
人
に
と
っ
て
気
持
ち
の
上
で
大
き
な
節
目
に
な
り
、
ま
た
責
任
や
覚
悟
を
新
た
に
す

る
大
事
な
時
と
な
り
ま
す
。
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

婚
礼
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
心
ひ
き
し
ま
る
結
納
は
、

ご
両
家
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

結
納
が
滞
り
な
く
取
り
交
わ
さ
れ
た
後
は
、
郷
土
で

「
二
ふ
た
が
み
の
か
み

上
神
」
と
尊
称
す
る
結
び
の
神
・
瓊に
に
ぎ
の
み
こ
と

瓊
杵
尊
を
お
祀
り

す
る
射
水
神
社
で
、
ご
両
家
の
永
遠
の
絆
と
繁
栄
を
お
祈

り
し
ま
す
。

瑞
　
祥

　

和
モ
ダ
ン
を
基
調
と
し
た

ク
ラ
シ
カ
ル
な
雰
囲
気
を

感
じ
さ
せ
る
の
が
「
瑞
祥
」。

　

天
井
に
あ
し
ら
わ
れ
た

鏡
が
会
場
を
広
々
と
感
じ

さ
せ
、
桜
の
名
所
百
選
の

一
つ
で
あ
る
高
岡
古
城
公

園
の
〝 

さ
く
ら 

〟
を
基
調

と
し
、
落
ち
着
き
あ
る
色

味
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
絨

毯
は
シ
ッ
ク
な
印
象
を
与

え
ま
す
。

饗
膳
殿

　

繊
細
な
組
子
細
工
か
ら

溢
れ
だ
す
照
明
が
優
し
い

光
を
放
ち
温
か
み
の
あ
る

「
饗
膳
殿
」。

　

天
井
の
照
明
は
木
漏
れ

日
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ

ン
と
な
り
、
木
の
ぬ
く
も

り
溢
れ
る
空
間
が
上
品
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
。

　

和
装
だ
け
で
な
く
、
ド

レ
ス
も
映
え
る
の
で
衣
裳

も
自
由
に
楽
し
め
ま
す
。

の
し
蓬
莱
　
結
納
専
門
店

　

お
問
合
せ　

０
７
６
６-

24-

７
０
８
８

　

http://w
w
w
.noshi-hourai.com

/
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七
五
三
詣
の
ご
案
内

　

七
五
三
は
、
三
歳
の
男
女
（
髪か
み

置お
き

）、
五
歳
の
男
児
（
袴は
か
ま
ぎ着
）、
七

歳
の
女
児
（
帯お

び

解と
き

）
の
お
祝
い
で
、
大
人
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
を

神
様
に
ご
奉
告
、
感
謝
し
、
成
長
を
祈
る
行
事
で
す
。

　

お
子
さ
ま
の
今
日
ま
で
の
無
事
な
成
長
に
感
謝
し
、
今
後
の
幸
せ

と
成
長
を
お
祈
り
す
る
大
切
な
日
は
、
ふ
る
さ
と
富
山
の
守
り
神
・

射
水
神
社
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

衣
装
＋
着
付
＋
写
真
（
６
切
１
ポ
ー
ズ
１
枚
）

す
べ
て
が
そ
ろ
っ
た
お
得
な
セ
ッ
ト
！

３
歳　

男
の
子［
袴
］　　

２
５
，０
０
０
円
（
税
抜
）

　
　
　

女
の
子［
被
布
］　

２
５
，０
０
０
円（
税
抜
）

　
　
　

女
の
子［
振
袖
］　

２
６
，０
０
０
円（
税
抜
）

５
歳　

男
の
子［
袴
］　　

２
５
，５
０
０
円（
税
抜
）

７
歳　

女
の
子［
振
袖
］　

２
６
，５
０
０
円（
税
抜
）

★
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
に

　

お
焼
増
し 

／
追
加
ポ
ー
ズ
も
承
り
ま
す
。

当
日
の
な
が
れ

お
ま
い
り
の
日
、
神
社
に
お
越
し
い
た
だ
く

だ
け
で
全
て
が
整
い
ま
す
!!

瑞
　
祥

　

和
モ
ダ
ン
を
基
調
と
し
た

ク
ラ
シ
カ
ル
な
雰
囲
気
を

感
じ
さ
せ
る
の
が
「
瑞
祥
」。

　

天
井
に
あ
し
ら
わ
れ
た

鏡
が
会
場
を
広
々
と
感
じ

さ
せ
、
桜
の
名
所
百
選
の

一
つ
で
あ
る
高
岡
古
城
公

園
の
〝 

さ
く
ら 

〟
を
基
調

と
し
、
落
ち
着
き
あ
る
色

味
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
絨

毯
は
シ
ッ
ク
な
印
象
を
与

え
ま
す
。

饗
膳
殿

　

繊
細
な
組
子
細
工
か
ら

溢
れ
だ
す
照
明
が
優
し
い

光
を
放
ち
温
か
み
の
あ
る

「
饗
膳
殿
」。

　

天
井
の
照
明
は
木
漏
れ

日
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ

ン
と
な
り
、
木
の
ぬ
く
も

り
溢
れ
る
空
間
が
上
品
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
。

　

和
装
だ
け
で
な
く
、
ド

レ
ス
も
映
え
る
の
で
衣
裳

も
自
由
に
楽
し
め
ま
す
。

※
数
え
年
と
は
生
ま
れ
た
年
を
「
一
歳
」

と
数
え
、
お
正
月
を
迎
え
る
た
び
に

日
本
人
の
す
べ
て
が
神
々
か
ら
新
し

い
生
命
を
頂
き
、
一
つ
ず
つ
年
齢
を

重
ね
る
数
え
方
で
す
。

お
参
り
の
み
の
方
は
、
ご
予
約
の
必
要

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

〝
射
水
神
社
〟で
、一
生
残
る
感
動
の
一
日
を
。

平成29年　七五三年表
※数え年・満年齢どちらでもお参りできます。

数 え 年 満 年 齢 性　　別

7歳 平成23年生 平成22年生 女の子

5歳 平成25年生 平成24年生 男の子

3歳 平成27年生 平成26年生 男の子 女の子

貸
衣
装
を
ご
希
望
の
方

お
ま
い
り
の
３
日
前
ま
で
に
衣
装
店
へ
お
運
び

い
た
だ
き
、
お
気
に
入
り
の
衣
装
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
ご
予
約
の
お
衣
装
は
、
お
ま
い
り
当
日
、

神
社
内
の
美
容
室
に
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

▲

神
社
内
の
美
容
室
へ
ご
案
内

着
付
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

▲

お
ま
い
り
と
記
念
撮
影

写
真
は
、お
子
さ
ま
の
様
子
を
み
て
、お
ま
い
り

の
前
後
い
ず
れ
か
に
撮
影
し
ま
す
。

お
ま
い
り
・
撮
影
が
終
わ
れ
ば
神
社
で
着
替
え
を
し
、

そ
の
ま
ま
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
　
　
　
　

▲

後
日
、
お
仕
上
が
り
の
写
真
な
ど
を
ご
自
宅

に
お
届
け
し
ま
す
。

大
切
な
記
念
日
を
、

特
別
な
思
い
出
に

す
く
す
く
セ
ッ
ト

な
か
よ
し
き
ょ
う
だ
い
一
緒
に
お
ま
い
り
♪

２
人
分
の
セ
ッ
ト
！　
写
真
は
（
６
切
２
ポ
ー
ズ
各
１
枚
）

４
４
，
０
０
０
円
（
税
抜
）
～

き
ょ
う
だ
い
セ
ッ
ト

お
や
こ
で
お
ま
い
り
♪

写
真
は
（
６
切
２
ポ
ー
ズ
各
１
枚
）

衣
装
を
お
持
ち
の
方
は
こ
ち
ら
！

　

５
７
，
０
０
０
円
（
税
抜
）
～

６
切
（=

約
25
㎝
×
約
20
㎝
）
１
ポ
ー
ズ
１
枚

　
　
　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円
（
税
抜
）

お
や
こ
セ
ッ
ト

し
ゃ
し
ん
セ
ッ
ト

セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の
ご
予
約
・
お
問
合
せ　

ご
希
望
の
お
ま
い
り
の
日
・
時
間
を
電
話
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

社
務
所
（
七
五
三
窓
口
）　

０
７
６
６-
22-
３
１
０
４

７
・
５
・
３
プ
ラ
ン

ふ
う
た
ん

 

お
す
す
め 
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畏
く
も
行
幸
啓
に
際
し
、
幣
饌
料
を
賜
り
斎
行
さ
れ
た
臨
時
大
祭
を
記
念
し

て
、
特
別
展
「
射
水
神
社
に
お
け
る
皇
室
の
御
崇
敬
」
を
開
催
。
神
社
所
蔵
の
皇

室
ゆ
か
り
の
品
を
一
日
限
り
で
展
覧
し
、
郷
土
の
〝
歴
史
と
誇
り
〟
を
改
め
て
感

じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
伴
家
持
卿
生
誕
よ
り
数
え
年
で
千
三
百
年
を
祝
い
、
各
所
で
記
念
の

ぼ
り
旗
が
は
た
め
き
、
数
々
の
記
念
催
事
が
行
わ
れ
、
当
神
社
で
も
『
万
葉
集
』

に
収
録
さ
れ
る
家
持
の
和
歌
に
ち
な
む
数
々
の
祭
儀
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

先
祖
代
々
天
皇
の
お
側
近
く
に
仕
え
た
大
伴
氏
、
家
持
が
越
中
で
詠
ん
だ
歌
意
は
、

所
縁
の
地
に
住
む
私
た
ち
市
民
県
民
共
通
と
す
る
〝
お
し
え
〟
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
、
こ
の
〝
美
し
い
郷
土
を
愛
す
る
心
〟
を
絶
や
す
こ
と

な
く
、
更
な
る
地
域
の
活
性
に
つ
な
げ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

瞿
麦 

―

な
で
し
こ

―

発
行
日
／
平
成
二
十
九
年
十
月
　
　
発
行
所
／
射
水
神
社
　
〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一
　
　
印
刷
所
／
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社
　
　
表
紙
／
臨
時
大
祭「
人
長
舞
」

お
問
合
せ〈
社
務
所
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

三
一
〇
四
　〈
結
婚
式
場
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

〇
八
〇
八
　U

RL

／http://w
w

w
.im

izujinjya.or.jp

　E

メ
ー
ル
／info@

im
izujinjya.or.jp

越
中
総
鎮
守
一
宮

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く〝
秋
の
七
草
〟

の
一
つ
で
す
。

　
『
万
葉
集
』
に
は
二
十
六
首
詠
ま
れ
、

そ
の
う
ち
十
二
首
が
大
伴
家
持
の
作
で
、

家
持
の
好
ん
だ
花
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

家
持
卿
生
誕
千
三
百
年
を
迎
え
た
本
年

の
春
、
県
内
在
住
の
当
神
社
崇
敬
奉
賛
会

の
女
性
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

六
月
下
旬
、
古
く
よ
り
日
本
女
性
の
称

「
大
和
撫
子
」
に
た
と
え
ら
れ
る
繊
細
な

五
弁
の
花
を
つ
け
ま
し
た
。

献
灯
「
吊
燈
籠
」
ご
奉
納
の
お
願
い
（
第
二
期
）

　

神
社
の
社
頭
風
景
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
に
燈
籠
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
で
見
ら
れ
る
石
造
の
大
き
な
も
の
が
一
般
的
で
す
が
、廻
廊
に
金
属
製
の
吊
燈
籠
（
釣

燈
籠
）
が
並
べ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
素
材
や
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

当
神
社
で
は
、
さ
ら
な
る
御
神
徳
の
昂
揚
を
図
り
、
御
神
前
へ
の
一
灯
を
奉
る
べ
く
、
崇

敬
者
（
会
社
・
個
人
・
団
体
）
の
皆
様
に
献
灯
「
吊
燈
籠
」（
一
基　

十
五
万
円
）
の
ご
奉

納
を
お
願
い
致
し
た
く
、
茲
に
謹
ん
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
献
灯
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
せ　

射
水
神
社
社
務
所

☎
〇
七
六
六
‐
二
二
‐
三
一
〇
四

奉納された吊燈籠（第一期）

第二期 設置予定場所（一部）

芳
名
を
刻
み
、
永
代
に
わ
た
り
神
前
に
「
献み
あ
か
し灯
」
が
灯
さ
れ
ま
す


